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【問題と目的】

「模倣」は「学習」の原点になる行為である。そして幼児の成長にとって，模倣は必要不可欠な

営みのひとつであると考えられる。幼児を対象とした先行研究では，模倣された子どもにもたら

される模倣の良い影響について検討されている（鈴木,2012)。しかし，模倣が相互行為を歪ませ

好ましくない結果を生む可能性については検討されていない。そこで本研究では，両義的な側面

から模倣を検討し，幼児期の模倣の実態を明らかにすることを目的とした。事例を肯定的な模倣

と否定的な模倣とに分類する際には，模倣発生時の感情に着目して分類を行う。感情に基づいて

分析することに関して，大対・松見（2007）では，3歳児・4歳児において感情表出の統制は見

られなかったことから，表出している感情がそのまま内面の感情とも一致していると示唆されて

いる。したがって，模倣発生時に幼児から読み取れる感情に基づいて分析することで，模倣の実

態を推察することが可能となると考えられ，感情に着目した分類を行った。

【研究方法】

金沢大学附属幼稚園の4歳児クラス52名（平均月齢61.25ケ月）を対象として，2015年10月

下旬から11月下旬の計12日で，したい遊びの時間に観察をした。幼児間で起きた模倣のみを対

象とし，事例を分類する際には，模倣発生時の感情に着目し分類を行った。

【結果と考察】

事例は全部で36例収集された。それを，感情の種類（ポジティブ感情，ネガティブ感情ニュ

ートラル）と感情が生起した人（模倣者，両者，被模倣者）で分類した。

Tablel模倣の事例分類

生起した感情

ポジティブ感情ネガティブ感情ニュートラル

感
情
生
起
者

模倣者 3 0 0

両者 520 0

被模倣者 07 1

以下では，カテゴリごとにより詳細に事例の分析を行った。事例内の名称は全て仮名である。
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【まとめ】

観察で収集した事例を感情に基づいて分析した結果，4歳児の模倣場面では，感情のみで見た

際模倣に対してどちらか一方，または両者がポジティブな感情を生起させる事例が多く確認さ

れ，先行研究の鈴木（2012）を支持する結果となった。

一方で,模倣の否定的な側面が全く見られなかったわけではない。模倣する側のベクトルが「自

分が」その行為をする方にむいている場合，他者の意図を上手く汲み取ることができず，それが

模倣された側にネガティブな感情を生起させる場合があると考えられる。くわえて，本研究では

見られなかったが，被模倣者が模倣者に教えるといった場面では，被模倣者の教示が過度に強制

的であったり，自由を束縛するようなものであった場合には，模倣者の側にネガティブな感情が

生起することも予想される。また，今回は特に意識して仲間内でのポジションや性格などを考慮

した分析は行えなかったが，これらの要因も，感情の生起に影響を与えるということが示唆され

る。

本研究を通して，4歳児の模倣の実態についての一端を明らかにすることができた。しかし，

今回は観察できる期間が限られていたために，確認された事例数もまだまだ少なく，今後は事例

数をさらに増やしていく必要がある。また,今回は特に4歳児クラスに注目して観察を行ったが，

年齢ごとに，模倣に付随する感情にどのような違いが見られるのか，何か年齢ごとに特徴がある

のかなど，4歳児以外の年齢にも着目した観察がなされることも必要である。
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